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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
十
八
回 

 

探
索
、
埋
蔵
金 

 
出
典
：「
回
議
録
・
第
９
類
・
諸
願
伺
・
５
〈（
庶
務
課
）〉」  

（
明
治
十
年
） 

 
（
請
求
番
号
：
６
０
８
・
Ｃ
５
・
１
１
）  

平
成
二
十
七
年
八
月 

東
京
都
公
文
書
館 

 
 

     

      

            

 

  

   

一
、 

史
料
「
回
議
録
・
第
９
類
・
諸
願
伺
・
５
〈
（
庶
務
課
）
〉
」 

（
明
治
十
年
） 

 

今
回
は
、
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
「
東
京
府
市
文
書
」
の
う
ち
、
明

治
十
（
一
八
七
七
）
年
の
埋
蔵
金
に
関
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

埋
蔵
金
と
い
え
ば
、
徳
川
家
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
一
攫

千
金
を
夢
見
て
明
治
維
新
直
後
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
多
く
の

人
々
が
調
査
・
発
掘
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
史
料
中
に
も
「
徳
川
様
」
や

徳
川
家
の
米
蔵
で
あ
っ
た
「
浅
草
御
蔵
」
な
ど
の
名
前
が
出
て
き
て
お

り
、
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
史
料
に
比
べ
る
と
少
し
長
い
で
す
が
、
明
治
十
年
に
東

京
府
へ
提
出
さ
れ
た
埋
蔵
金
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
願
書
を
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。 
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二
、
史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

埋
メ
金
引
上
ケ
願
書 

東
京
第
九
大
区
六
小
区 

豊
島
村
弐
十
弐
番
地 

平
民 

島
村
弥
三
郎 

明
治
元
辰
年
徳
川
様
ゟ
浅
草
御
蔵 

御
引
渡
ニ
相
成
候
節
、
私
義
東
京
表
へ
下
掃 

除
ニ
相
越
、
夜
入
御
同
所
五
番
六
番
之
御
堀
水 

門
脇
ヲ
通
船
之
砌
、
御
蔵
御
構
内
多
人
数
ニ
而 

水
中
へ
何
カ
沈
メ
候
哉
、
余
り
騒
ケ
敷
、
右
船
ヲ
止
メ 

相
伺
候
処
、
箱
之
儘
ニ
而
者
流
れ
候
茂
難
計
与 

申
等
有
之
、
箱
ヲ
崩
ス
音
并
千
両
箱
与 

申
者
も
有
之
、
左
候
得
者
全
ク
金
ヲ
沈
メ
候
ニ 

相
違
無
之
与
決
心
仕
、
其
後
ニ
至
り
御
同
所 

役
人
植
村
重
三
郎
ニ
面
会
之
節
、
右
之 

次
第
承
り
候
処
、
同
人
も
驚
入
其
方
申
通
、 

聊
相
違
も
無
之
、
向
後
余
人
へ
相
語
り
候
儀
、 

堅
ク
被
差
留
、
私
甥
渡
辺
文
次
郎
儀
も 

其
頃
御
同
所
へ
立
入
候
ニ
付
、
四
ケ
年
前
ニ
右
之 

始
末
柄
相
語
り
候
処
、
同
人
も
殊
ノ
外
驚
入
、
私 

建
言
等
致
度
趣
申
聞
候
処
、
同
人
も
相 

違
無
之
ニ
付
、
証
人
ニ
相
立
候
間
、
出
願
可
致
様 

申
聞
候
得
共
、
其
儘
差
扣
最
早
拾 

ケ
年
ニ
も
相
成
候
得
共
、
未
タ
御
引
上
ケ
無
之 

者
多
分
之
金
ヲ
空
敷
御
沈
メ
置
茂
余
り 

御
無
益
之
儀
ニ
付
、
不
束
之
私
自
費
ヲ
以 

相
探
り
、
且
引
上
ケ
候
塵
芥
上
ケ
土
等
ハ
取
方(

片
ヵ)

 

附
、
聊
も
上
之
御
差
支
無
之
様
仕
候
間
、 

前
顕
之
次
第
相
違
も
無
之
ニ
付
穿 

鑿
被
仰
付
候
様
奉
願
候
也 

 

明
治
十
年
七
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

右 

島
村
弥
三
郎 

東
京
府
知
事 

楠
本
正
隆
殿 
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【
読
み
下
し
例
】 

埋
メ
金
引
上
ケ
願
書 

東
京
第
九
大
区
六
小
区 

豊
島
村
弐
十
弐
番
地 

平
民 

島
村
弥
三
郎 

明
治
元
辰
年
、
徳
川
様
よ
り
浅
草
御
蔵 

御
引
き
渡
し
に
相
成
り
候
節
、
私
義
東
京
表
へ
下
掃 

除
に
相
越
し
、
夜
に
入
り
御
同
所
五
番
・
六
番
の
御
堀
水 

門
脇
を
通
船
の
砌
、
御
蔵
構
内
多
人
数
に
て 

水
中
へ
何
か
沈
め
候
哉
、
余
り
騒
が
し
く
、
右
船
を
止
め 

相
伺
い
候
処
、
箱
の
儘
に
て
は
流
れ
候
も
計
り
難
く
と 

申
す
等
こ
れ
あ
り
、
箱
を
崩
す
音
、
并
千
両
箱
と 

申
す
者
も
こ
れ
あ
り
、
左
候
え
ば
全
く
金
を
沈
め
候
に 

相
違
こ
れ
無
く
と
決
心
仕
り
、
其
の
後
に
至
り
御
同
所 

役
人
植
村
重
三
郎
に
面
会
の
節
、
右
の 

次
第
承
り
候
処
、
同
人
も
驚
き
入
り
、
其
方
申
す
通
、 

聊
の
相
違
も
こ
れ
無
く
、
向
後
余
人
へ
相
語
り
候
儀
、 

堅
く
差
し
留
め
ら
れ
、
私
甥
渡
辺
文
次
郎
儀
も 

其
の
頃
御
同
所
へ
立
ち
入
り
候
に
付
、
四
か
年
前
に
右
の 

始
末
柄
相
語
り
候
処
、
同
人
も
殊
の
外
驚
き
入
り
、
私 

建
言
等
致
し
た
き
趣
申
し
聞
き
候
処
、
同
人
も
相 

違
こ
れ
無
し
に
付
、
証
人
に
相
立
ち
候
間
、
出
願
致
す
べ
く
様 

申
し
聞
き
候
得
共
、
其
の
儘
差
し
扣
え
最
早
拾 

か
年
に
も
相
成
り
候
得
共
、
未
だ
御
引
き
上
げ
こ
れ
無
く 

は
多
分
の
金
を
空
し
く
御
沈
め
置
く
も
余
り 

御
無
益
の
儀
に
つ
き
、
不
束
の
私
、
自
費
を
以
て 

相
探
り
、
且
引
き
上
げ
候
塵
芥
上
げ
土
等
は
取
片 

付
け
、
聊
も
上
の
御
差
し
支
え
こ
れ
無
き
様
仕
候
間
、 

前
顕
の
次
第
相
違
も
こ
れ
無
く
に
つ
き
、
穿 

鑿
仰
せ
付
け
ら
れ
候
様
願
い
奉
り
候
也 

明
治
十
年
七
月
十
四
日 

右 

島
村
弥
三
郎 

東
京
府
知
事 

楠
本
正
隆
殿 
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（東京都公文書館所蔵 ＺＧ－０６７） 

 

三
、
史
料
解
説 

 

■
「
回
議
録
」
と
島
村
の
願
書 

「
回
議
録 
諸
願
伺
」
は
東
京
府
庶
務
課
の
作
成
し
た
簿
冊
で
、
同
簿
冊
に
は
明
治
十
（
一

八
七
七
）
年
に
府
民
が
東
京
府
へ
提
出
し
た
願
書
や
伺
書
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
紹

介
し
た
史
料
も
綴
じ
ら
れ
て
い
た
願
書
の
一
つ
で
す
。 

 

こ
の
願
書
は
、
東
京
府
豊
島
村
二
十
二
番
地
に
住
居
す
る
島
村
弥
三
郎
か
ら
、
当
時
の

東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
明
治
元
年
に
島
村
が
下
掃
除
（
糞
尿

な
ど
の
汲
み
取
り
）
の
た
め
に
東
京
へ
や
っ
て
来
た
際
、
御
一
新
の
混
乱
の
な
か
、
浅
草

御
蔵
の
構
内
の
堀
に
「
千
両
箱
」
の
よ
う
な
も
の
を
沈
め
て
い
る
人
々
を
目
撃
し
た
よ
う

で
す
。
そ
の
証
言
に
基
づ
い
て
願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
願
書
の
な
か
か
ら
は
、
十
年

も
前
の
こ
と
で
す
が
、
甥
の
渡
辺
文
次
郎
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
願
書
提
出
に
踏
み
切
っ
た

様
子
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

■
「
埋
メ
金
」
は
ど
こ
か 

 

願
書
に
よ
れ
ば
、
島
村
は
浅
草
御
蔵
近
辺
を
通
船
し
て
い
る
時
に
、
金
を
沈
め
て
い
る

様
子
を
見
か
け
た
よ
う
で
す
。 

 

浅
草
御
蔵
は
、
江
戸
幕
府
が
そ

の
直
轄
地
か
ら
年
貢
米
や
買
い
上

げ
米
を
収
納
し
、
保
管
し
た
倉
庫

で
浅
草
御
米
蔵
と
も
よ
ば
れ
ま
し

た
。
十
九
世
紀
初
頭
の
文
政
期
に

は
お
よ
そ
三
十
八
万
石
余
の
米
が

収
納
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

場
所
は
、
現
在
の
蔵
前
橋
と
Ｊ
Ｒ

総
武
線
の
間
に
あ
り
、
対
岸
に
は

国
技
館
や
旧
安
田
庭
園
が
あ
る
あ

た
り
で
す
。
御
蔵
に
は
一
か
ら
八

番
ま
で
の
堀
が
設
け
ら
れ
、
四
番

堀
と
五
番
堀
の
あ
い
だ
に
は
、
広
重
の
絵
で
も
有
名
な
「
首
尾
ノ
松
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

明
治
維
新
後
は
新
政
府
に
接
収
さ
れ
、
内
務
省
な
ど
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
は
、
八
番
堀
の
旧
米
蔵
跡
に
湯
島
か
ら
日
本
最
初
の
官
立
有
料

公
開
図
書
館
で
あ
る
書
籍
館
（
し
ょ
じ
ゃ
く
か
ん
）
が
移
転
し
、
浅
草
文
庫
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
書
籍
は
現
在
も
「
内
閣
文
庫
」
と
し
て
国
立
公
文
書

館
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
島
村
が
金
を
沈
め
る
人
を
見
か
け
た
の
は
、
御
蔵
の
南
側
で
あ
る
五
番
・
六
番

の
堀
あ
た
り
を
通
り
か
か
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
願
書
中
に
は
「
構
内
」

と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
五
番
堀
か
六
番
堀
の
ど
ち
ら
か
に
埋
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

■
願
書
の
ゆ
く
え 

 

願
書
を
提
出
さ
れ
た
東
京
府
は
、
庶
務
課
が
回
議
書
を
作
成
し
審
議
す
る
と
共
に
、
大

蔵
省
出
納
局
へ
も
照
会
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、「
米
穀
運
搬
之
障
碍
」
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
、
探
索
を
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
回
答
を
得
て
、
七
月
二
十
八
日
に

東
京
府
か
ら
島
村
へ
通
達
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
後
、
実
際
に
島
村
は
探
索
を
し
た
の
か
、
ま
た
「
埋
メ
金
」
は
出
て
き
た
の
か
、

な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
史
料
に
綴
ら
れ
て
お
ら
ず
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
浅
草

御
蔵
の
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
当
時
の
様
子
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
。
埋

蔵
金
は
浅
草
御
蔵
に
あ
っ
た
の
か
。
今
と
な
っ
て
は
そ
の
真
相
は
闇
の
中
で
す
。 

 

〈
参
考
文
献
〉 

・『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
） 

・
宮
地
正
人
・
佐
藤
能
丸
・
櫻
井
良
樹
編 

『
明
治
時
代
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。 


